
                        

 

 

      
           

 

 

 
  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

   

 

2013 年に『和食：日本人の伝統的な食文化』はユネスコ無形文化遺産に登録されました。日本には、

豊かな自然や気候風土のもとで生まれてきた食文化があります。この伝統的な食文化や「自然を尊ぶ」

大切さを考える日として、11 月 24 日が「和食の日」と制定されました。 

  

カオバン・ノンヌオック国立地質公園は、遺跡を通して地球の歴史を学ぶことができる珍しい場所です。美しい
滝があり、いろいろな文化を持つ人々が暮らしている地球の宝箱のような国立公園です。 

給食では、ベトナムのサンドイッチのバインミーとベトナムの国民食のフォーガーが登場します。 

貧困家庭の子どもたちに無料で「こども飯」を提供す
る『大衆食堂かざま』。その店のオーナーの息子、中学
生の心也は、「こども飯」を食べにくる幼馴染の夕花が
気になっていた。ある日、心也と夕花は面倒な学級新聞
の編集委員を押し付けられたことから距離が近づき、そ
して、ある事件に巻き込まれていくー。 
 給食では、大衆食堂かざまの裏メニューであるバター
しょうゆ焼うどんが登場します。 

 

 一汁三菜を基本とした和食は理想的な栄養バランスと言われています。「まごわやさしい」は和食に欠かせな

い食材を覚えやすく語呂合わせにした合言葉です。７種類の食材をまんべんなく取り入れることで自然と食事

バランスが整いやすくなります。 

 
   

白山市の給食では、汁物や煮物の出汁は朝から
時間をかけて取っています。 
 ２５日の豆腐とわかめのみそ汁も、うるめいわ
しから出汁をとります。出汁のうま味が味の決め
手となります。 
 日本が世界に誇る和食の良さを 
改めて感じ、その恩恵に感謝して 
食べてみましょう。 
 


